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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第１四半期連結
累計期間

第88期
第１四半期連結
累計期間

第87期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （百万円） 21,569 22,189 88,750

経常利益 （百万円） 2,436 2,998 7,723

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,833 2,068 6,414

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,166 4,573 6,398

純資産額 （百万円） 67,882 74,769 71,371

総資産額 （百万円） 104,547 110,073 105,223

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 55.90 63.05 195.51

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.9 67.9 67.8

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

当社グループは、2030年に向けた中長期ビジョン「持続可能な社会をスペシャリティな製品とサービスで支え、

成長する会社になる」を掲げています。2022年４月より2025年３月までの３年間を対象とする中期経営計画におい

ては、①経営基盤（ガバナンス）の強化、②アジア・北米での展開を加速、③国内の深掘りと新領域への挑戦、④

サステナブル経営の推進を基本方針として、持続的な企業価値の向上に取り組んでいます。

 

当第１四半期連結累計期間における当社グループの事業環境は、日本国内において新型コロナウイルス感染症の

５類感染症への移行などにより経済活動が回復に向かう一方で、物価上昇による消費者の節約志向の高まりが見ら

れました。海外でも世界的な金融引き締めによる景気減速が見られるなど、国内外とも予断を許さない状況が続い

ています。

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は、『国内食品事業』、『国内化成品その他事業』が

前年同期を上回る実績を確保し、221億89百万円（前年同期比6億19百万円、2.9％増）となりました。

利益面では、海外事業が販売数量の減少などにより減益となりましたが、国内食品事業および国内化成品その他

事業において原材料等の高騰に対する価格改定の効果が出たことなどにより、営業利益は24億76百万円（前年同期

比4億53百万円、22.4％増）、経常利益は29億98百万円（前年同期比5億62百万円、23.1％増）となりました。ま

た、親会社株主に帰属する四半期純利益は20億68百万円（前年同期比2億35百万円、12.8％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

 

〔国内食品事業〕

『家庭用食品』の売上高は、前年同期を上回りました。海藻商品では昨秋発売の新商品「ふりかけるザクザクわ

かめ」シリーズが、乾燥わかめ「ふえるわかめちゃん®」の減少分をカバーし、売上高は前年同期を上回りまし

た。ドレッシングは、野菜を切ってリケンのノンオイルで漬けるだけで即席メニューや常備菜が完成する「#漬け

てもいいんだ　リケンのノンオイル」キャンペーンなどのプロモーション活動を展開しましたが、TVCM放映時期の

見直しや消費者の節約志向の高まりを受け、売上高は前年同期を下回りました。化学調味料・食塩無添加のだしの

素「素材力だし®」は大容量品の拡大により、売上高は前年同期を上回りました。

『業務用食品』の売上高は、前年同期を上回りました。原材料価格などの高騰を受けた価格改定や商品の見直し

に加え、中食市場および老健市場への提案を強化しました。行動制限の解除による外食産業向けの需要回復も寄与

し、調味料類を中心に販売が伸長しました。

『加工食品用原料等』の売上高は、前年同期を上回りました。価格改定を進める一方で、原料の供給不安や食品

ロス問題への対応など多様化する顧客ニーズに対応し、食品用改良剤の提案を進めました。また、ビタミンや医薬

品向けのマイクロカプセルの販売が好調に推移しました。

利益面では、原材料価格やエネルギー価格の高騰の影響を受けたものの、価格改定効果や広告宣伝費の減少によ

り、営業利益は前年同期を上回りました。

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から13億22百万円（9.2％）増加した156億26百万円となり、営業

利益は19億68百万円（前年同期比6億55百万円増）となりました。
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〔国内化成品その他事業〕

『化成品（改良剤）』では、化学工業用分野（プラスチック・食品用包材・農業用フィルム・ゴム製品・化粧品

など）において、顧客ニーズをとらえたソリューションビジネスを展開しています。化成品業界における需要減少

の影響により販売数量が減少した一方で、前期中に推進した価格改定の効果により、売上高および営業利益ともに

前年同期を上回りました。

『その他』の事業では、飼料用油脂の売上が前年同期を上回りました。

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億89百万円（11.2％）増加した18億79百万円となり、営業

利益は1億88百万円（前年同期比91百万円増）となりました。

 

〔海外事業〕

海外事業では、主に食品用改良剤、化成品用改良剤を世界各地に販売しています。サプライチェーンの安定化に

伴う顧客の在庫調整や世界的な景気減速の影響を受けて販売数量が減少したことに加え、油脂相場および海上運賃

の下落に伴い価格改定を行ったことにより、売上高は全ての地域で前年同期を下回りました。利益面では、物流コ

ストの減少が増益要因となったほか、日本の「アプリケーション＆イノベーションセンター」と海外の「アプリ

ケーションセンター」の連携によりスペシャリティ品の提案を進めましたが、販売数量減少の影響をカバーするに

は至りませんでした。

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から9億35百万円（15.6％）減少した50億52百万円となり、営業

利益は4億79百万円（前年同期比2億31百万円減）となりました。

 

財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,100億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億49百万円増加し

ました。主な増加は、投資有価証券27億40百万円、棚卸資産10億56百万円、受取手形及び売掛金7億38百万円であ

ります。

負債は353億3百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億51百万円増加しました。主な増加は、その他固定負債

13億8百万円、支払手形及び買掛金10億72百万円、主な減少は、流動負債における引当金8億4百万円であります。

純資産は747億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億98百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金

が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上で20億68百万円増加し、剰余金の配当で11億87百万円減少したこと、

その他有価証券評価差額金が18億99百万円増加したこと、為替換算調整勘定が6億2百万円増加したことによるもの

であります。

 
（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
（3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、7億90百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 33,705,100 33,705,100
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 33,705,100 33,705,100 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 33,705,100 － 2,537 － 2,465

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 708,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,975,900 329,759 －

単元未満株式 普通株式 20,900 －
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  33,705,100 － －

総株主の議決権  － 329,759 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有す

る当社株式184,900株（議決権1,849個）が含まれております。

２．「単元未満株式」欄には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式70株、当社保

有の自己株式46株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

（自己保有株式）

　理研ビタミン

　株式会社

東京都新宿区

四谷一丁目

６番１号

708,300 － 708,300 2.10

計 － 708,300 － 708,300 2.10

（注）上記のほか、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が所有する当社株式184,900株を、貸借対照表上、

自己株式として処理しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,155 19,628

受取手形及び売掛金 19,151 19,890

電子記録債権 967 1,008

商品及び製品 8,550 8,972

仕掛品 3,955 4,217

原材料及び貯蔵品 5,230 5,604

その他 1,117 1,222

貸倒引当金 △2 △1

流動資産合計 58,126 60,541

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,840 12,648

機械装置及び運搬具（純額） 7,841 7,545

その他（純額） 2,955 3,095

有形固定資産合計 23,637 23,289

無形固定資産 645 650

投資その他の資産   

投資有価証券 17,862 20,602

退職給付に係る資産 3,553 3,621

その他 1,401 1,370

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 22,813 25,591

固定資産合計 47,096 49,531

資産合計 105,223 110,073
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,660 8,732

電子記録債務 597 555

短期借入金 3,306 3,416

未払法人税等 1,163 725

引当金 1,211 407

その他 4,984 5,258

流動負債合計 18,924 19,095

固定負債   

長期借入金 11,254 11,222

引当金 163 161

退職給付に係る負債 230 236

その他 3,278 4,587

固定負債合計 14,927 16,207

負債合計 33,851 35,303

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,537 2,537

資本剰余金 2,466 2,466

利益剰余金 58,729 59,610

自己株式 △1,633 △1,620

株主資本合計 62,099 62,992

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,488 8,387

繰延ヘッジ損益 2 38

為替換算調整勘定 2,220 2,823

退職給付に係る調整累計額 533 499

その他の包括利益累計額合計 9,245 11,748

非支配株主持分 26 27

純資産合計 71,371 74,769

負債純資産合計 105,223 110,073
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 21,569 22,189

売上原価 14,608 14,845

売上総利益 6,960 7,343

販売費及び一般管理費 4,936 4,867

営業利益 2,023 2,476

営業外収益   

受取利息 16 46

受取配当金 235 240

為替差益 154 209

その他 52 61

営業外収益合計 457 558

営業外費用   

支払利息 34 27

その他 10 8

営業外費用合計 45 36

経常利益 2,436 2,998

特別利益   

補助金収入 － 5

特別利益合計 － 5

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 5 41

特別損失合計 5 41

税金等調整前四半期純利益 2,430 2,961

法人税等 596 891

四半期純利益 1,834 2,070

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,833 2,068
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 1,834 2,070

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △743 1,899

繰延ヘッジ損益 3 35

為替換算調整勘定 1,106 602

退職給付に係る調整額 △35 △34

その他の包括利益合計 331 2,503

四半期包括利益 2,166 4,573

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,164 4,571

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当社の連結子会社において、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

なお、当社における税金費用については、年度決算と同様の方法により計算しております。

また、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

保証債務

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

勤労者財産形成促進法に基づく

従業員の銀行からの借入金に対する保証 1百万円 1百万円

 

　２　貸出コミットメントライン

　当社は、資産効率の向上、金融関係費用の削減、不測の事態に備えた流動性および財務健全性の確保のため、

取引銀行４行との間に貸出コミットメントライン契約を締結しております。

　この契約に基づく借入実行残高及び借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

貸出コミットメントの総額 6,000百万円 6,000百万円

借入実行残高 － －

差引額 6,000 6,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 928百万円 850百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 824 25.00 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

（注）2022年６月28日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式に対する配当金4百万円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2022年４月25日開催の取締役会決議に基づき、2022年５月10日付で、自己株式7,000,000株の消却

を実施いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金が605百万円、利益剰余金が

11,527百万円、自己株式が12,133百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金が2,466百

万円、利益剰余金が54,907百万円、自己株式が1,649百万円となっております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月24日

取締役会
普通株式 1,187 36.00 2023年３月31日 2023年６月12日 利益剰余金

（注）2023年５月24日開催の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保

有する当社株式に対する配当金6百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
国内
食品事業

国内化成品
その他事業

海外事業 合計

売上高       

一時点で移転される財 14,303 1,690 5,575 21,569 － 21,569

一定の期間にわたり

移転される財
－ － － － － －

顧客との契約から生じる収益 14,303 1,690 5,575 21,569 － 21,569

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 14,303 1,690 5,575 21,569 － 21,569

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 411 411 △411 －

計 14,303 1,690 5,987 21,981 △411 21,569

セグメント利益 1,312 97 711 2,122 △98 2,023

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△94百万円、棚卸資産の調整

額△4百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
国内
食品事業

国内化成品
その他事業

海外事業 合計

売上高       

一時点で移転される財 15,626 1,879 4,683 22,189 － 22,189

一定の期間にわたり

移転される財
－ － － － － －

顧客との契約から生じる収益 15,626 1,879 4,683 22,189 － 22,189

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 15,626 1,879 4,683 22,189 － 22,189

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 368 368 △368 －

計 15,626 1,879 5,052 22,557 △368 22,189

セグメント利益 1,968 188 479 2,636 △160 2,476

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△106百万円、棚卸資産の調

整額△54百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

 １株当たり四半期純利益 55円90銭 63円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,833 2,068

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
1,833 2,068

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,803 32,814

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社

株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第１四半期連結累計期間

193千株、当第１四半期連結累計期間182千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2023年５月24日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議し配当を行っております。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,187百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・36円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・2023年６月12日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2023年８月10日

理研ビタミン株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 上　 野　 直　 樹

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 井　 上　 倫　 哉

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている理研ビタミン株

式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、理研ビタミン株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

       ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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